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放射線療法についてのまとまった報告は少なく，治療方針や
手術術式は確立されていない5）．膵頭部領域の悪性腫瘍と
しては胆管癌・膵管癌・乳頭部癌と比較すると予後良好と
いう報告6，7） がある一方で，多くの症例では症状発現時には
すでに進行しており予後不良であるという報告もみられる8）．
　原発性十二指腸癌切除例の 5 年生存率は25〜71%と報

告されている6，9，10）．予後規定因子としては，Bakeen ら11） は
リンパ節転移・断端陽性・腫瘍病期を，Sarela ら9） はリン
パ節転移を，Ohigashi ら12） は膵浸潤を，菅原ら13） は組織型
分類・膵浸潤・リンパ節転移・静脈浸潤を挙げている．リ
ンパ節転移については，予後規定因子であるという報告が
多いが，リンパ節転移陽性例であってもリンパ節郭清によ

　 十二指腸粘液癌：浜野郁美，他 6名 　
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図 4　ａ：The resected specimen. A type 2 tumor (arrow head) 28╳25㎜ in size near the minor papilla (arrow) of the second 
portion of the duodenum. ｂ：The histopathologic diagnosis was mucinous adenocarcinoma of the duodenum (HE staining ╳5). The 
tumor cells were directly invaded to the ectopic pancreatic tissue in the duodenum (arrow).

表１　Reported cases of mucinous adenocarcinoma of the duodenum in Japan

case Author/Year Age/Sex Site Depth lymph node
metastais metastasis operation chemotherapy Prognosis

1 Miyakawa (1990)15) 64/F 2nd portion si (panc) unknown unknown PD ( － ) unknown
2 Sasaki (1991)16) 66/F Bulbus si (panc) 6, 8a, 9 ( － ) PD ( ＋ ) Alive/9m

3 Uoya (1998)17) 48/M Bulbus si (panc) 3, 6 peritoneal 
dissemination DG ( ＋ ) Alive/6m

4 Yokohama (2002)18) 67/M 2nd portion si (panc) ( － ) ( － ) PD unknown Alive/8m
5 Fujikura (2002)19) 56/F 2nd portion si 13b ( － ) PD unknown Dead/2y6m
6 Kodama (2003)20) 70/M Bulbus ss ( － ) ( － ) PD ( － ) Alive/1y6m
7 Tanaka (2004)21) 65/M 2nd portion si (panc) n1 ( － ) PD ( ＋ ) Alive/11y6m
8 Kanou (2005)22) 83/M Bulbus se ( － ) ( － ) partial resection ( － ) Alive/2y
9 Yagyu (2006)23) 50/M 2nd portion se unknown ( － ) PpPD ( － ) Alive/2y6m

10 Ogawa (2009)8) 81/F 2nd portion si (panc) 8p, 12p, 13a, 13b, 
14p, 15, 16, 17 ( － ) PD ( － ) Alive/1y

11 Okumura (2009)24) 72/F 2nd portion si (panc) 6, 12b, 13a, 13b, 
15, 17

peritoneal 
dissemination SSPPD ( ＋ ) Dead/2y8m

12 Yamada (2011)25) 79/F Bulbus ss 6 peritoneal 
dissemination PD ( － ) Dead/1y3m

13 Kabashima (2012)26) 65/M 2nd portion si (liver・
adrenal・colon) ( － ) peritoneal 

dissemination PD ( ＋ ) Dead/5y

14 Oshita (2014)27) 67/F Bulbus se 7, 8a, 12b, 12p, 
13a ( － ) DG ( ＋ ) Dead/8m

15 Yamamoto (2014)28) 64/F 2nd portion si (colon) 13b ( － ) PpPD ( ＋ ) Alive/1y3m
16 our case 82/F 2nd portion ss ( － ) ( － ) SSPPD ( － ) Alive/1y

PD：pancreatoduodenectomy. PpPD：pylorus-preserving pancreatoduodenectomy. SSPPD：sutotal stomach-preserving pancreatoduodenectomy.



24

って長期生存が得られている症例も存在する14）．自験例で
は，リンパ節転移は認めなかったもののリンパ管浸潤があり，
また十二指腸壁内に存在した異所性膵への浸潤を認めた．
　術式については，粘膜癌ではリンパ節転移や膵浸潤は見
られず，内視鏡的粘膜切除や十二指腸局所切除などの縮小
手術が可能であるとされるが，pSS 以上の進行十二指腸癌
では膵頭部周囲のリンパ節転移や膵浸潤を起こすことか
ら，リンパ節郭清を伴った膵頭十二指腸切除が標準治療と
されている5）．本症例では，術前検査から粘膜下層以深の
浸潤ありと診断したため，リンパ節郭清を伴う SSPPDを
選択した．組織学的にはリンパ節転移はなかったもののリ
ンパ管浸潤を認めたことから，高齢者ではあるが妥当な術
式であったと考えられる．
　組織学的には原発性十二指腸癌は他の消化管癌と同様に
腺癌が大部分を占めている．過去の報告において，PubMed
で1970年から2014年の間に primary duodenal cancer，
mucinous carcinoma をキーワードに，または，医学中央雑
誌で1983年から2014年の間に「原発性十二指腸癌」と「粘
液癌」をキーワードに検索した限り，本症例も含めて16例
のみしか報告されておらず（表 1），原発性十二指腸粘液癌
は稀な疾患であると考えられる．本邦報告例での平均年齢
は63.5（48～83）歳であり，局在としては下行脚が10例と
最も多く，他の 6例は球部であった．深達度は SI が10例と
最も多く，SE と SS がそれぞれ 3例であり全例進行癌であ
った．リンパ節転移陽性例が 9例，他臓器転移の症例はな
いが，腹膜播種を 4例に認めている．
　十二指腸癌の組織型による予後との関連性については，
Ryder ら29），菅原ら13） の報告では，高分化腺癌と比較し中
分化または低分化腺癌では有意に生存率が低下するとされ
ているが，粘液癌について言及された報告はない．他の消
化管粘液癌の特徴として，胃粘液癌は胃癌の2.9〜4.9％に認
めるが，粘液癌成分は粘膜下層以深に浸潤してはじめて優
位となるため，早期癌で発見されることが少なく進行癌が
多いとされる30）．一方，大腸粘液癌も大腸癌全体の約 5 %
程度を占めるとされ，診断時の深達度が深い，リンパ節転
移の頻度が高い，肝転移より腹膜播種の合併が多いなどの
特徴があり31，32），今回検討した十二指腸粘液癌と共通する
点が多く興味深い．

結　　　語

　原発性十二指腸粘液癌の一例を経験した．稀な疾患では
あるが，進行癌で発見される事が多く予後不良症例も認め
られることから，今後の症例の蓄積が期待される．
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